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服部　信孝

開設の⽬的・概要　等

早期アルツハイマー病患者およびPD患者のデータベース（画像/液性バイオマーカーレジストリ）を構築することで、アルツハイマー病とPDの臨床的特徴を明らかにし、早期診断及び他疾患との鑑別⽅法の確⽴をする。データベー
ス構築にあたっては、2023年にMCIへの適応が拡⼤されたアミロイドPETや、本学神経学講座が開発したα-シヌクレイノパチーの鑑別⽅法（IP/RT-QuIC法）などを⽤い、実臨床で応⽤可能なBiologic staging systemの
構築を⽬指す。レジストリには早期アルツハイマー病やPDだけでなく、前駆期α-シヌクレイノパチーであるレム睡眠⾏動異常症（RBD）患者を組み⼊れることで、発症リスクの予測マーカーを探索する。
また、アルツハイマー病の免疫機序の研究、免疫療法の開発、タウ蛋⽩ターゲットの薬剤開発に取り組み、アルツハイマー病の根治治療の開発を⽬指す。

認知症診断・予防・治療学講座
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